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2014 年 4 月に完成したラーニングコモンズ。
大勢で集まって議論したり、発表したりと様々なことができる場所です。
静かな図書館とは一味違う、活気にあふれた図書館をご紹介いたします！

話せる。閃めく。発表する。

ラーニングコモンズ 特集

その1　グループで勉強

　ラーニングコモンズは会話可能なスペースとなってお
り、グループでの学習が可能です。可動式の机を使って
グループの人数に合わせてレイアウトを変更したり、壁
面のホワイトボードを使って意見をまとめたりすること
ができ、多人数学習に適した環境が整っています。

ラーニングコモンズではこんなことができるのです！

　また、ディスカッションやディベート等の議
論を進める中で新たな疑問が浮かんだ時には、
周りの図書やパソコンで調べることができると
いう図書館ならではの強みがあります。
　友だちを誘って、ラーニングコモンズで一緒
に勉強してみませんか？

ホワイトボード用のマーカー等
を貸出ししています！ご希望の方はカウンターまで
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同志社大学
国内大学最大級のラーニングコモンズ。
ディスカッションできるスペースはもち
ろん、多人数相手のプレゼンが行えるス
ペースや留学相談やポスター印刷ができ
るコーナーが備えられています。

他大学のラーニングコモンズも
覗いてみよう！【見学に行ってきました！】

ラーニングコモンズで出来るあれこれ！

その2　プレゼン発表

　ラーニングコモンズでは、プ
レゼンなどの発表ができるよう
なスペースが設けられています。
オープンな空間で発表を行うこ
とができ、ラーニングコモンズ
を通じて同じことに興味を持つ
人同士と知り合う機会が持てる
かもしれません。
　また、プロジェクターやスク
リーン、レーザーポインタなど
の貸出をしています。ご希望の
方はカウンターまでお越しくだ
さい。

その3　ポスター発表

　ラーニングコモンズに設置さ
れているピクチャーレールを利
用して、ポスター発表を行うこ
とができます。天井からポスター
を吊り下げ、展示することが可
能です。
　学会などで行われるポスター
発表をラーニングコモンズで体
験してみませんか？興味を持た
れた方は、図書館カウンターへ
ご相談ください。

蓋付き容器に入った

　お茶・水は

館内持込み OK ！サイエンスのつどい
● 浜松医科大学　学生・教職員なら誰でも参加 OK ！
● お茶などを飲みながら、まったりお話を聴けます！

◆ 開催予定は図書館ホームページ「お知らせ」に掲載します

●番外編
『サイエンスのつどい』

やってます！
　『サイエンスのつどい』とは、本
学教員が普段研究されている事例や
関心のある事柄を初心者にも分かり
やすくお話しいただき、興味を深
めるサイエンスカフェのことです。	
1時間程度のパワーポイントを使った
説明後、講演者との歓談の場が設け
られています。そこでは、椅子を寄
せ合い、普段お話しできない講演者
へ気軽に質問することができます。

　講演者の研究に対する熱い思いを
お聴きしたり、話を聞いて生まれた
疑問をその場で解説いただいたり、
いろいろな分野とお近づきになれる
チャンスです。ぜひ一度、『サイエ
ンスのつどい』に足を運んでみてく
ださい。



　読者に、題名のような質問は愚問か
もしれませんが…。今は便利になりま
した。ネットの検索で『ひくまの』と
入れると『曳馬野』と出てきます。
どうもこのあたりの地名らしく、万葉
集にもその名が使われているらしい。
近くの料理店の名前や、かつての駅名
に使われていることもわかりました。
ついでに、『ひくまの　図書館』と検
索すれば、平成 8年からの歴代の刊行
物を一気に読むことができます。図書
館のホームページから入ることができ
る本学リポジトリの一つです。
　リポジトリ（repository）という
単語を強く意識するようになったの
は、昨年の 4月に図書館長の任につい
てからです。数年前、国内の学会誌の
編集委員長をやっていたときに、JST
（科学技術振興機構）から「希望すれ
ば学会誌をリポジトリ化します」とお
話をいただき、煩雑な作業のお手伝い
をしたことがありますが、その時は昔
の論文が電子化されて簡単に読むこと
ができて便利だなあ、国の機関はこん
なことをしてくれて親切だなあと思う
程度でした。現在では J-STAGE と呼
ばれる仕組みがしっかりとして、登録
した学会誌の情報は簡便に電子化され
て配信されるようになっています。
　リポジトリとは情報工学で貯蔵庫を
意味しますから、機関リポジトリとは、
大学や研究機関が知的生産物を電子媒
体で集積・保存そして公開するもので
す。浜松医科大学学術機関リポジトリ
では、『「学内で生産される教育・研究・
診療の成果等」を電子的に蓄積保存
し、インターネットを通じて公開する
ためのインターネット上の発信拠点で
す』と規定しています。これは便利で
す。すべての本学の知的財産を、浜松
医科大学学術機関リポジトリに入
れてしまえば、誰が何をやってどのよ
うな知的貢献を成し遂げたかを簡単に
知ることができます。どしどしリポジ
トリを利用すればいいじゃないか。と
ころが、そうは問屋が卸しません、
　先生方の知的財産の多くは著作権が

あり、その著作権は掲載されるときに
雑誌社に委譲させられます。雑誌社は
インパクトファクタ（IF）に象徴さ
れる雑誌のデリバリー度や注目度の高
さを売りに、世界中の研究者を縛って
いるのです。今のところ機関リポジト
リでは IF は 0 であるし、そこに情報
を載せても注目されるまでに時間がか
かってしまうので、競争原理のもと雑
誌社の思う壺になってしまっていま
す。大学は、電子ジャーナルを購入す
ることにならざるを得ません。
　なんと、円安と雑誌自体の値上がり
と、そして今回は回避されましたが次
回の消費税増税と現在非課税の海外電
子ジャーナル課税化の動きが、電子
ジャーナルの購入問題を直接引き起こ
しています。
　電子ジャーナルは、機関リポジト
リと同様に電子媒体で簡単に手に入り
ますが、大学経費を拠出して購入
しているのです。皆様がお使いの電子
ジャーナルの総額は、もうすぐ一年あ
たり 1億円を超える勢いです。浜松医
大の千人強の職員全員が電子ジャーナ
ルを利用したとしたら、一人あたり
年間 10 万円程度の経費ともいえます
が、日常的に電子ジャーナルを必要と
する教職員で割るとかなり高くつい
ていることは想像に難くないと思い
ます。今後このまま購読を続けるべ
きか、続けて良いのかどうか判断が
迫られるようになりました。ない袖
は振れないので、購読の継続が困難
になることは目に見えています。電
子ジャーナルの購読を別の方法で簡
便に行うのに ResearchGateに習熟
することも一つの方法かもしれませ
ん。ResearchGate は、研究者向けの
Facebook のようなソーシャルネット
ワークサービスで、原著論文の共有や
質問・回答、協力者の募集などもでき
ます。簡便な分、返事を迫られるよう
な面倒なことが起こることもあります
が…。
　このような情報世界の発展により、
科学の成長のために、もしかしたら IF

も出版社もいらない時代がすぐそこに
きているのかもしれませんが、今は、
なんとか情報提供のサービスが滞らな
いように図書館員一同、汗を流してい
ます。
　実は、図書館は他にも大きく変わり
つつあるのです。機関リポジトリや蔵
書といった「知の貯蔵庫」であるだけ
でなく、「知の創造」の場所として変
貌しつつあります。入学したての学生
達に対して、アクティブラーニング
という「生涯にわたって学び続ける力、
主体的に考える力を持つ人材教育の必
要性」が叫ばれるようになり、その重
要性を図書館も認識したのです。学修
者の能動的な学修への参加を促すため
に、図書館のスペースを大きく改修し
て、話し合いのできる空間を 1階と 2
階につくり上げました。数年前では考
えられなかった「図書館の中でおしゃ
べり」という時代がはじまりました。

「サイエンスの集い」と銘打った教
職員・学生が一堂に会してくつろいだ
雰囲気の中で議論できる企画も 2014
年度から開始し、アクティブラーニン
グのスペースで既に 5回開催いたしま
した。第 3期中期計画では、教育・研
究・地域貢献等それぞれにはっきり
と目標を立てて、「知の創造の場所」
としての図書館の業務を打ち出してい
ます。リポジトリとしての知の貯蔵庫
が、知の創造のための場所として変貌
する作業の一助を担えればと、図書館
員一同と共に私も願っています。
　ネットの時代、ほとんどのものが検
索できます。大学教職員は知を貯蔵す
る者としての価値を失いました。少な
くとも知を活用し、いかに活かせるか
を示さなければならない時代になって
しまいました。つまり大学人は、昔の
人々が育んだ知を学び伝えるだけでは
許されず、新たに知を創造し発信しな
ければなりません。機関リポジトリと
アクティブラーニングを発展させ、発
信する“飛び出す”図書館を夢見て
います。その実現に、皆様のご協力を
いただけますようお願いいたします。

図書館報『ひくまの』ってご存知でしたか？

「Join us！一緒に議論しましょう」知らない人とも議論を楽しめるような
案内が用意されていました！

京都大学
学習サポートデスクが設置されており、
大学院生による図書館の利用方法の説明
や学習相談が行われています。
レポートの書き方講習会など、イベント
も多数開かれているようです。

図書館長　針 山 孝 彦
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平成27年度浜松医科大学附属図書館開館予定表
※開館時間が変更となる場合がありますので、最新情報はHPでご確認ください。

 ： 平日  9：00－20：00
 ： 土・日曜日 10：00－17：00
 ： 夏季休業期  9：00－17：00
 ： 休館日

4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

図書館からのお知らせ	 浜松医科大学附属図書館

● 館内の区
ゾーニング

分け
　図書館再整備事業の完了により、自分の勉強ス
タイルに合わせて図書館を使い分け出来るようス
ペースが区分けされました。
　グループで使える「ラーニングコモンズ」の他
にも、静かに一人で勉強できる「1階閲覧席」、研
修会やゼミの発表に適した「セミナー室（予約可）」
などのスペースがあります。

● 浜松医科大学学術機関リポジトリ

　浜松医科大学学術機関リポジトリ（以下：リポジ
トリ）は、浜松医科大学の研究・教育成果等をイン
ターネット上で発信しています。
　平成 26 年度には、学術雑誌『DOHaD 研究』や本
学『40周年記念誌』もリポジトリに登録をしました。
また、本学図書館で所蔵している『重訂古今方彙』
もリポジトリにて閲覧可能となりました。古書で
あるため、閲覧のためには特別な手続きが必要で
すが、リポジトリに登録したことでいつでも誰で
も見ることができます。この機会に、一度リポジ
トリを試してみてください！
＊重訂古今方彙：江戸時代ベストセラーになった漢方処方集。
本学の蔵書は安永 9年（1780 年）刊です。

（http://hikumano.hama-med.ac.jp/dspace/）

図書館 HP にリポジトリへの

リンクがあります！


